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（研究目的） 
光ピンセットの光源としてビームの中心に最大強度を持つガウスモードのレーザー光を用い
られている。リング状の強度分布をもつラゲールガウスモードのレーザー光を光源として用
いた場合、対象物を押す力が弱くなるために対象物を捕らえるに弱い強度のビームを使うこ
とができる。またビーム中心に最大強度を持たないために周辺媒質より屈折率の低い対象物
を捕らえ、操作することが可能になる。そこで本研究ではラゲールガウスモードの光を発生
させ、その特性について調べた。 
（実験） 
今回の実験では一次から高次に渡るラゲールガウスモードの光を得るため、Fabry-Perot共振
器を使いモード選択されたエルミートガウスモードの光を生成する。２枚のシリンドリカル
レンズで構成されたモードコンバータに共振器から得られた光を入射し、一方向のみ光を集
光させるシリンドリカルレンズの性質を利用することでラゲールガウスモードの光を発生さ
せている。ラゲールガウスモードのビームはビーム中心に位相の特異点を持ち、軌道角運動
量を持つ。これらの特性を光ピンセットの方法を使い、粒子を対象物にしてその運動を観測
することで確かめる。また発生されたラゲールガウスモードの光とモードコンバータに入射
する前のエルミートガウスモードの光を１つの画像に収め、ラゲールガウスモードの大きさ
とモードの次数の関係について求めた。 
                  
ラゲールガウス、エルミートガウスモードの画像          
三次ラゲールガウスモード
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三次のエルミートガウスモード
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  上図は画像中の赤線部における強度分布である。エルミートガウスの強度分布の 
非対称性ためラゲールガウスモードにおいても非対称になっていると考えられる。 
 
